
ノニルフエノールの濃縮度試験成績報告書

Z　試験期間

2　試　料　名

　　　分子式

　　　構造式

昭和50年9月■5日～昭和5■年2月6日

ノニルフエノール

G16H2｛0

0H

　　　　　R’

（試料慮K－69）

R：0，H－o

3　試験方法及び条件

　　　塁購撫伽の体内に協化学物質の濃縮一…

　　　49基局第392号

3／　試験装置及ぴ機器

　　　　水系環境調節装置　　流水式

　　　　ガスクロマトグラフ　検出器　F工D

3．Z　試験条件

3．Z．！　T　Lm試験

　　（a）　試験魚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　ヒメダカ平均体重0・39　塩化第二水銀検定合格点

　　　　　※田端健二　用水と廃水∠三，！297～／303（／972）

　　（b）　分散剤及び分散法

　　　　　分散剤　硬化ヒマシ油（Hσo－50）

　　　　　分散法　供試化学物質4g沿よぴ分散剤8gを精秤し、

　　　　　　　　よくねり合せながら1000m■の水を除々に加え

　　　　　　　　4000ppmの原液とした。

　（c）

　（d）

322
　1a）

（b）

（c）

試験温度　　2よ±．Z℃

結果48TLm値095ppm
　濃縮度試験

試験魚

　コイ，平均体重　約30g
　　　　平均体長　約／Ocm

試験温度　　2’±2℃

試験濃度

　設定値

　　　　　　　　　　　　※　　定量限界より設定した。

　L　　第．2濃度区1　0・01　　　　　　　　　　　　　　　　　0．02
　　　　　　　　1

　　　※　その他（ま1）にて補足説明する

実測値

　　表一／　　濃縮倍率を求めるための平均濃慶：（pp皿）
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3ユ3　分析試料の前処理

　　　　　　　医二．麹

　　　　　　　　　　卜体重測定

　　　　　　　　　　卜細片化

　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　t←灘20鰍鞭ナトリウム！009

　　　　　　　　　　ドらい砕後脱水

　　　　　　　　　　1廟麗ラ．分間，｝×2回1圏1魏

　　　　　　　　　　一1
　　　　　卜
　　　　　t　　　　　　　一
　　　匠垂］レヘキサン周
　　　　　　　　　　　　　丁雁痢、，くルチ約’m、）

　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　i←！肛水酸化カリウム・メチルアルコール50m1

　　　　　　　　　　　　　　幅諾鵬，｝×・回

　　　　　…．＿一　一一一　　　1

　　」＿　　一＿』」一　　　　．、
　　t、π一一亟司抽幽ヒカリウム・桝痂；型
　　　　　　　　　　　　　　　一「て二一
　　　　　　　　　　　　　　　　←2N塩酸約30凪〔坦2～4）

　　　　　　　　　　　　　　　　←水／00皿為塩化ナトリウム50g

　　　　　　　　　　　　　　　　鞭諾1媚，1・・回

　　　　　　　　　　　　　鵡，

　　　　　　前頁より引続き

　　　　1
　　塵］　抱一ヘキサン層

　　　　　　　　　　　　　　卜脱水（購ナトリウムを｝童す）

　　　　　　　　　　　　　　f
　　　　　　　　　　　　　　l。濃縮（ロ胃タリーエパポレ一夕ー2血1）

　　　　　　　　　　　　　　f　　　　　　　　　　　　　　・カラムクロマト（活性アルミナ）※

　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　1〔璽ユ

　　　※ユ　常法により調整した活性アルミナに水6％を含水させ

　　　　　内径／0㎜のクロマト管に5gを充てんする0

　　　　2　これに魚体濃縮液2H且を負荷し、以下の順に溶出させ

　　　　　る。
　　　　　　　　　　　　　　溶　　　離　　　液
　　　第／フラクション　　／’％エチルエーテル・π一ヘキサン溶液　30m■

　　　第2　　κ　　　　　　　　　　　π　　　　　　　5m■

　　　第3　　’　　　　　　　　　　　　∬　　　　　　　　JI皿

郵3．％1　2課／
　　　　　供試化学物質は第4，5，6フラクションに溶出された0

3．Z4　分析条件

　　　　ガスクロマトグラフ（G　C）検出器　FエD

　　　　　キャリアガス　N2

　　　　　充てん剤1）G－20ρ／ガラクロムQ

　　　　　ガラスカラム　2皿¢Xα3皿

　　　　　カラム温度　70℃　　昇温速度4分保持後

　　　　　　　　　　　　　　　　　30℃／minで160℃「まで昇温



農　試験結果

第／濃度区

第2濃度区

表一2
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よ　そ　の　他

よ／　水槽濃度の設定について

　　機器の検出限界は！ppm（図一3参照）であり、第・2濃度区の

　濃縮倍率が30倍程度であれば結果を求め得るよう考慮し、次の

　ように設定した。約30gの魚体重を分析に供する最終液量5皿

　（約∫g相当）まで濃縮するため

　　　　　　　　　　59　　　！
　　　　　／ppm×　　　　　・×一＝　00056
　　　　　　　　　309　　30

　　ただし水槽濃度の実測値は通常設定値より低下することが多い

　ため、低下率を50％として

　　　　　0．0056ppm÷0．’≒：00／ppm

　　第／濃度区はその／0倍の01p皿とした。

　　　　　　　　　以下次頁に続く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　なむ、定量限界より水槽の濃度設定するとTLm値の約7万・

／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

一になるため魚体の安全性が心配されたのでこれについて一
100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！0

濃度で2週間の予備廟育を行ったところ異状は認められなかった

ので試験実施に入った。

以 上




